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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第64期

第１四半期
連結累計期間

第65期
第１四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 3,455,159 3,424,197 16,044,393

経常損失(△) (千円) △51,196 △64,453 △147,915

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純損失(△)

(千円) △54,838 △61,672 △306,716

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △174,510 △38,914 △447,196

純資産額 (千円) 2,170,681 1,873,266 1,897,969

総資産額 (千円) 8,442,257 7,887,279 8,324,554

１株当たり四半期(当期)純損失
(△)

(円) △54.58 △61.38 △305.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.7 23.6 22.8
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載をしておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　
 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などを背景に景気が緩やかに回復してお

りますが、米中貿易摩擦の影響により世界景気の減速懸念や製造業の景況感の悪化などにより、先行きが不透明な状

況にあります。

このような状況の中、当社グループは、前向きな投資戦略、新規事業への挑戦、国内外の体制を再整備し、合理化

の実行による業績向上を目指してまいりました。

その結果、国内の売上は、堅調に推移しましたが、海外子会社の売上が減少したことにより、売上高は、34億24百

万円（前年同四半期34億55百万円）の減収となり、利益面では、営業損失49百万円（前年同四半期損失53百万円）、

経常損失64百万円（前年同四半期損失51百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失61百万円（前年同四半期損失

54百万円）になりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。なお、文中の各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高を

含んでおりません。

(合成樹脂成形関連事業)

国内の売上は、堅調に推移しましたが、海外子会社の売上が減少したことにより、売上高は、30億４百万円（前年

同四半期30億11百万円）と減収になりました。利益面では、営業損失54百万円（前年同四半期損失54百万円）になり

ました。

(物流機器関連事業)

競合他社との価格競争が続く中、受注拡大に努め積極的な営業活動を展開してまいりましたが、売上高は、４億19

百万円（前年同四半期４億43百万円）と減収になりました。利益面では、営業利益５百万円（前年同四半期利益１百

万円）の増益になりました。
 

(資産の状況)

資産合計は78億87百万円となり、前連結会計年度末と比べ４億37百万円減少しました。これは主に、現金及び預金

が１億22百万円減少、受取手形及び売掛金が２億77百万円減少したことによるものです。

(負債の状況)

負債合計は60億14百万円となり、前連結会計年度末と比べ４億12百万円減少しました。これは主に、短期借入金１

億18百万円減少、長期借入金が１億48百万円減少したことによるものです。

(純資産の状況)

純資産合計は18億73百万円となり、前連結会計年度末と比べ24百万円減少しました。これは主に、利益剰余金の減

少61百万円、為替換算調整勘定の増加29百万円によるものです。
 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。
 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。　

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,296,000

計 2,296,000
 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,017,179 1,017,179
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株でありま
す。

計 1,017,179 1,017,179 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年４月１日～
2019年６月30日

─ 1,017,179 ─ 927,623 ─ 785,132
 

　　

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ─ ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 12,300
 

─ ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,003,500
 

10,035 ―

単元未満株式 普通株式 1,379
 

─ １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 1,017,179 ─ ―

総株主の議決権 ─ 10,035 ―
 

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式92株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2019年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

② 【自己株式等】

  2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ヤマト・インダストリー
株式会社

埼玉県川越市大字古谷上
４２７４番地

12,300 ― 12,300 1.22

計 ― 12,300 ― 12,300 1.22
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

第４ 【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、監査法人不二会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,506,735 1,384,573

  受取手形及び売掛金 ※2  2,398,758 ※2  2,121,002

  電子記録債権 ※2  577,437 ※2  572,184

  商品及び製品 589,395 635,010

  仕掛品 162,048 141,731

  原材料及び貯蔵品 330,572 301,980

  その他 128,329 116,746

  流動資産合計 5,693,277 5,273,229

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 344,476 335,024

   機械装置及び運搬具（純額） 507,787 530,615

   土地 1,282,846 1,282,846

   リース資産（純額） 107,183 90,830

   建設仮勘定 6,547 -

   その他（純額） 68,285 77,377

   有形固定資産合計 2,317,126 2,316,695

  無形固定資産   

   のれん 73,610 64,409

   その他 29,805 34,103

   無形固定資産合計 103,416 98,512

  投資その他の資産   

   投資有価証券 47,423 46,990

   その他 166,140 154,681

   貸倒引当金 △2,830 △2,830

   投資その他の資産合計 210,733 198,841

  固定資産合計 2,631,277 2,614,049

 資産合計 8,324,554 7,887,279

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  1,935,885 ※2  1,890,214

  電子記録債務 ※2  326,171 ※2  272,380

  短期借入金 1,576,536 ※3  1,457,906

  未払法人税等 29,491 9,174

  賞与引当金 26,858 35,700

  その他 436,681 416,674

  流動負債合計 4,331,624 4,082,051

 固定負債   

  長期借入金 1,750,821 ※3  1,602,438

  退職給付に係る負債 173,441 168,214

  その他 170,698 161,308

  固定負債合計 2,094,961 1,931,961

 負債合計 6,426,585 6,014,012
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 927,623 927,623

  資本剰余金 763,504 763,504

  利益剰余金 180,648 118,975

  自己株式 △23,029 △23,159

  株主資本合計 1,848,747 1,786,944

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △915 △1,990

  繰延ヘッジ損益 △105 △3,261

  為替換算調整勘定 39,930 69,173

  退職給付に係る調整累計額 9,293 7,001

  その他の包括利益累計額合計 48,201 70,922

 非支配株主持分 1,019 15,399

 純資産合計 1,897,969 1,873,266

負債純資産合計 8,324,554 7,887,279
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 3,455,159 3,424,197

売上原価 3,034,291 3,041,304

売上総利益 420,867 382,893

販売費及び一般管理費   

 荷造運搬費 96,001 78,421

 給料及び賞与 153,242 146,261

 退職給付費用 16,819 8,701

 その他 208,637 199,332

 販売費及び一般管理費合計 474,700 432,717

営業損失（△） △53,833 △49,824

営業外収益   

 受取利息 1,324 1,899

 受取配当金 111 110

 為替差益 12,021 -

 受取手数料 1,160 1,592

 受取賃貸料 15 15

 その他 2,069 3,165

 営業外収益合計 16,702 6,782

営業外費用   

 支払利息 12,461 14,401

 為替差損 - 3,714

 その他 1,605 3,295

 営業外費用合計 14,066 21,411

経常損失（△） △51,196 △64,453

特別利益   

特別損失   

 固定資産売却損 - 571

 固定資産処分損 0 0

 特別損失合計 0 571

税金等調整前四半期純損失（△） △51,196 △65,024

法人税等 3,608 △3,387

四半期純損失（△） △54,805 △61,637

非支配株主に帰属する四半期純利益 32 35

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △54,838 △61,672
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純損失（△） △54,805 △61,637

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △808 △1,074

 繰延ヘッジ損益 1,793 △3,156

 為替換算調整勘定 △118,757 29,245

 退職給付に係る調整額 △1,932 △2,291

 その他の包括利益合計 △119,705 22,723

四半期包括利益 △174,510 △38,914

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △174,436 △38,952

 非支配株主に係る四半期包括利益 △73 38
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

受取手形割引高 130,976千円 139,850千円
 

　

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務の会計処理については、満期日に決済

が行われたものとして処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形、電子記録債権及び電子記録債務を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

(2019年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

(2019年６月30日）

受取手形 4,639千円 14,428千円

電子記録債権 3,196千円 2,973千円

支払手形 163,255千円 127,959千円

電子記録債務 87,752千円 83,935千円
 

 

※３　財務制限条項

　前連結会計年度末に金銭消費貸借契約に係る財務制限条項に抵触しましたが、金融機関と財務制限条項の適

用の免除及び金銭消費貸借契約の変更の交渉を行った結果、合意に達し、金融機関から書面にて期限の利益の

喪失に関わる権利行使の適用の免除を受け、現在は財務制限条項への抵触は解消しております。

 
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及

びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

 

減価償却費 69,916千円 64,142千円

のれんの償却額 9,201千円 9,201千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 3,011,744 443,415 3,455,159 ─ 3,455,159

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

38,181 13 38,194 △ 38,194 ─

計 3,049,925 443,428 3,493,354 △ 38,194 3,455,159

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

△ 54,835 1,002 △ 53,833 ― △ 53,833
 

(注)　セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 3,004,790 419,407 3,424,197 ─ 3,424,197

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

19,659 861 20,521 △20,521 ─

計 3,024,449 420,268 3,444,718 △20,521 3,424,197

セグメント利益
又はセグメント損失(△)

△54,928 5,103 △49,824 ─ △49,824
 

(注)　セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

　 １株当たり四半期純損失(△) △54円58銭 △61円38銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円) △54,838 △61,672

  普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)(千円)

△54,838 △61,672

  普通株式の期中平均株式数(千株) 1,004 1,004
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。

 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月９日

ヤマト・インダストリー株式会社

取　締　役　会　　御　中

　

 
監査法人　不二会計事務所

 

　

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 栗　田　尚　宜 印

 

　

     
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヤマト・インダ

ストリー株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月１

日から2019年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヤマト・インダストリー株式会社及び連結子会社の2019年６月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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